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世界で見つけよう！ふだんのくらしをしあわせに

氏　　名 ： 谷岡　明日美
担当教科 ： 英語
時 間 数 ： ４時間

学 校 名 ： 新見市立新見第一中学校
実践教科 ：  英語・総合的な学習の時間
対象学年 ： 中学1年生
人　　数 ： 120名（4クラス）

【1】単元のテーマ・目標

　異国の文化や生活を知り、広い世界に目を向ける。また、世界で働く日本人についての学習を深めることで、
スリランカの福祉の現状や日本の生活との違いを知り、「持続可能な世界」を築くために、身近なところから改
善できることについて考える。

【2】単元の評価規準例

( ア ) 関心・意欲・態度 課題に興味をもち、積極的に取り組むことができる。

( イ ) 思考・判断・表現
青年海外協力隊員の活動を知り、「持続可能な開発目標」の視
点から、自分の生活について考えることができる。

( ウ ) 技能 話し合い活動を通して協働学習を活発に進めることができる。

( エ ) 知識・理解
スリランカの文化や歴史、日本とのつながりについて知る。

「持続可能な開発目標」について知る。

【3】単元設定の理由

＜生徒観＞
　小学校の頃から自分の意見を発表する経験を積んできており、自分の考えを友達に伝えることや友達の意見を
真剣に聞くことに意欲的に取り組むことができる。小学校の英語の授業でALTと積極的に活動し、アメリカやカ
ナダなどのALTの出身国やテレビで見る機会の多い国についての知識はいくらかあるが、それ以外の国について
知る機会が少ないと考える。

＜教材観＞
　1年生の総合的な学習の時間では、「福祉」をテーマに学習しており、この授業の1ヶ月前には生徒が新見市
内の様々な事業所へ校外学習に出かけ、身近な福祉について学習してきた。「福祉」という言葉の定義が中学校
1年生には難しいため、授業では「福祉＝普段の・暮らしを・幸せにすること」と定義した。今回の授業では、
校外学習で学んだ新見市の福祉と、スリランカでの福祉を比較しながら考えさせたい。また、「持続可能な開発
目標」について知ることで、自分自身ができることについても考える態度を養いたい。

＜指導観＞
　教師海外研修で出会った青年海外協力隊員の活動の尊さ、活動への熱い思いを伝えたい。そして、その活動が
スリランカの様々な人達の普段の暮らしを幸せにすることとつながっていることを実感させたいと思った。少子
高齢化の進む新見市を支える生徒たちが、世界の福祉や持続可能な開発目標を知ることで、将来、多くの人、企
業、国とのパートナーシップを結んでより良い開発を産み出す主役として育っていく力にしてほしい。
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【4】展開計画（全４時間）

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1
英語

「世界を旅行しよう」
日本出国から目的地までの
英語の情報を読みとる

・ 飛行機の搭乗券に記載されている英語の情報
を読みとる

・ 搭乗券に記載された都市が地図上のどこにあ
るのかを確認する

・ 乗り継ぎ地のバンコクの空港で見つけたもの
のクイズに答える

搭乗券

空港のクイズ

・ 飛行機の搭乗券の写真
・地図帳
・スライド資料

2
英語

「スリランカを知ろう」
スリランカの文化や歴史、
日本とのつながりについて
知る

・クイズでスリランカについて知る
・シンハラ語とタミル語について紹介する
・ ジャヤワルダナ氏の演説を通して、日本との

歴史的なつながりを知る
・ 現在のスリランカの学校で取り入れられてい

る 5S について知る

スリランカクイズ

・スライド資料
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時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

ジャヤワルダナ氏の紹介

5S について

3
総合

「世界を通して考えよう」
・ 開 発 途 上 国 に つ い て 知

り、問題点を考える
・ 持続可能な開発目標につ

いて知る

・ JICA のウェブサイトから、開発途上国につ
いて知る

・ スリランカの市場の写真とスリランカのスー
パーマーケットの写真を比べて、それぞれの
問題点を考える

・ 「持続可能な開発目標」が定められているこ
とを知る

・ 絵と説明のカードを組み合わせて、「持続可
能な開発目標」の内容を知る

スーパーマーケットと市場の様子

SDGs 絵カードと説明カード

・スライド資料
・JICA のウェブサイト
・ワークシート【資料1】
・ SDGs 絵カードと説

明カード

清潔な水と衛生を！

水と衛生的な環境を管理して、誰も
が衛生的な環境を得られるようにし
たい。また、水の使い方に関する知

識を広め、再利用を進めます。



75

中 

学 

校 

編

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

4
総合
本時

「世界の福祉～世界で働く
日本人から学ぼう～」
・ 青年海外協力隊員の活動

を知り、福祉の現状を知る
・ 自分たちの生活を SDGs

の視点で振り返る

・ スリランカで働く青年海外協力隊員と NGO
の活動を紹介する文章を読んで、内容とつな
がる写真を組み合わせる

・ 青年海外協力隊員たちの活動が、SDGs のど
の目標と関わっているか話し合い、意見を発
表する

・13 歳の中学生ができることを考える

・スライド資料【資料2】
・ 青年海外協力隊員の

写真と紹介文
・SDGs カード
・ワークシート【資料3】

【5】本時の展開
過程
時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導入

（5 分）

展開

（35分）

(1) SDGs を復習する。

(2)  世界の福祉について学習
することを知る。

(3)  スリランカで働く日本人
について知る。

(4)  青年海外協力隊員たちの
活動が、SDGs のどの目
標と関わっているか話し
合う。

(5)  話し合った内容を班ごと
に発表し、他の班の意見
と比べる。

・ SDGs は 2030 年までに世界が協力して
目指すゴールで、生活の中の様々な分野
と関連していることを振り返る。

・ 福祉の定義を復習することで、青年海外
協力隊員の活動がスリランカの人々の生
活に深く関わることに気づかせる。

・ 青年海外協力隊のイメージを共有する。
・ スリランカで働く青年海外協力隊員と

NGO を紹介する文章と写真を組み合わ
せることで、イメージをつかむ助けとす
る。

・ カードと照らし合わせながら話し合うこ
とで、他の班の意見と比較しやすくする。

・ SDGs の各目標の内容を振り返ることが
できるように、カードの裏面には説明を
載せる。

・ 発表する班は、選んだ理由を述べ、異な
る意見がある班は理由を含めて意見を発
表させることで、思考の過程や目標ごと
の関わりを聞く側の生徒に紹介する。

・ 様々な考え方があり、決まった正解はない
問いなので、自分達の班の意見と異なる
場合は、特に真剣に意見を聞くよう促す。

・ 発表で出た目標の番号を黒板に書き、生
徒に分かり易く整理する。

・スライド資料

・スライド資料

・ 青年海外協力隊員の
写真と紹介文

・SDGs カード
・ワークシート
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まとめ

（10分）

(6)  世界で働く日本人の活動
と SDGs の関わりを学ん
で、現在 13 歳の中学生に
できることを考える。

(7)  自分達にできることを発表
する。

・ 青年海外協力隊員のように海外に出て
行って活動することはできなくても、身
近な生活の中でできることはないかと助
言する。

・ 自分と異なる意見から新たな発見がある
ことを助言し、真剣に伝え合い、聞き合
う雰囲気を作る。

・ワークシート

【授業実践の様子】

導入部分

青年海外協力隊員と活動の組み合わせ

青年海外協力隊員の活動紹介

話し合い活動①
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【6】本時の振返り

　総合的な学習の時間に行っている福祉の学習とつなげて実践授業をしたことで、生徒にとっても深く考えるこ
とができたと考える。青年海外協力隊員の活動を文章にして写真と合わせながら読むことで、クラス全体が自発
的に取り組み、活動の苦労や活動する中で大切にしている部分をより深く伝えることができた。SDGsのカード
を利用することで、様々な意見を出すことができた。生徒が自分の意見を伝える姿からは、未来を生きるひとり
として真剣に向き合おうとする気持ちが感じられ、頼もしく思った。活動を精選し、数を少なめに設定したこと
で、話し合い活動と意見発表の時間を十分にとることができた。

【7】単元を通した児童生徒の反応／変化

＜授業後の生徒の感想より＞
・ 最初、スリランカは豊かな国だと思っていたけれど、勉強したらまだまだ課題があり、自分達も支援をしたい

と思った。スリランカ以外の国でも、このような課題のある国があるから大切にしたい。
・青年海外協力隊などの取り組みで、世界の国々を助けている日本人がたくさんいるとわかった。
・ 今までの学習から、改めて青年海外協力隊はすごいなと思った。なぜなら、日本から遠い土地でみんなのため

に頑張ってくれているから。僕も何か協力したい。
・ひとりひとりの人権を大切にすることや環境を守ることの大切さが改めてわかった。
・SDGsを全部達成するのは難しいが、それに役立つことをしようと思う。

【単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲】

＜「13歳の私たちにできることは何があるか」の生徒記述より＞
　今の生活を大切にする・自然からの資源を大切にする・ゴミを分別して捨てる・募金をする・給食を残さず食
べる・着なくなった服をリサイクルするプロジェクトに参加する・ゴミの量を減らす・たくさん食べられること
に感謝して、好き嫌いしないで食べる・無駄な物は買わない・色々な国を理解して、福祉がすすめられるように
する・仲がいい、悪いに関わらず、困っている人がいたら助け合う・青年海外協力隊やピースウィンズジャパン
という人達がいることを伝えていく・SDGsを知らない人に伝えて、知ってもらい、理解してもらう

【途上国・異文化への意識の変容】

＜授業前＞
　1年生の各クラスで「将来海外を訪れてみたいと思いますか」というアンケートを行ったところ、「訪れてみ

話し合い活動② ワークシートの提示
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たい」と解答した生徒は約60％、「訪れたいと思わない」と解答した生徒が約40％あった。「訪れたいと思わ
ない」と解答した生徒の理由は、海外は治安が悪いから、言葉が通じないから、日本だけでも楽しいことはたく
さんあるからというものだった。スリランカという国の名前を聞いたことがあるという生徒も少なく、名前を
知っていたとしても、どんな国なのかよく知らない生徒が多かった。

＜授業後＞
　最初は食生活や文字の違いにとても興味をもち、知らないことを知る楽しさから生き生きと授業を受けてい
た。3回の学習を通して、単に異文化を知るというだけでなく、その地で熱意をもって活動する青年海外協力隊
を知ったり、SDGsを通して世界の福祉について深く学んだりする中で、ただ新しく知ることを楽しむだけでは
なく、日本や世界の課題に対して真剣に考える姿が見られ、授業者としてもうれしい驚きであった。

＜生徒の感想から＞
・この授業を通して、世界では貧富の差がとても大きいと改めて感じた。
・ SDGsを一生懸命伝えても、実際に行動しようとする人はわずかなのではないかと思う。きっと自分には関係

ないからと言って忘れる人もいると思う。それでも必死に伝えるということは、それだけ大切なことなんだな
と思った。

・ 日本のように豊かな暮らしができる場所もあれば、世界にはみんなが平等に暮らせない場所もあると知った。
SDGsをすすめていくことで、それが少しでも解決できるというのが分かり易くていいと思った。

・ （今回取り上げた）3人の方みたいに、実際に外国へ行ってその国の人のために活躍している人が少しずつ増
えていけばいいと思った。私も実際に外国へ行き、現状を人々に伝えていくことをしてみたい。

【8】自己評価

1．苦労した点
・ 実際に現場を見てきた者として、伝えたいことや話したいことがたくさんあったが、それを単元として必要な

物を精選して学習活動に組み込むということに苦労した。
・ 事前、事後研修で開発教育について勉強してきたが、学習者が当事者としてどう生きるかを考えることがゴー

ルだと教わったので、そこにたどり着く授業にするためにはどういう展開が必要かを考えることが難しかっ
た。

・ 今後の授業にどうつなげるのかを考えて実践することが大切である。3回の授業だけで終わってしまうので
は、SDGsも忘れ去られてしまうので、少しずつでもSDGsの観点に立ち戻りながらできることを考える必要
がある。

2．改善点
・ 授業の中でもっと強調すべきだったと思うことは、「私が見てきたことが全てではない」ということである。

青年海外協力隊員の活動やスリランカの現状を主観だけで伝えてしまうことがあったのではないか、もっと幅
広いデータが必要だったのではないかと振り返り、反省する。

3．成果が出た点
・ SDGsを伝えたい思いがあったので、この活動を取り入れることができたのは良かったと思う。今後、自分で

も開発教育についてさらに勉強し、様々な観点でSDGsに触れながら学習をすすめていきたい。
・ 生徒が真剣に考える姿や素直な感想から、広い世界の出来事を少しでも身近に感じて、将来の生き方の選択肢

を広げるきっかけになったのではないかと思う。
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４． 備考
　事前・事後の研修を含め、この教師海外研修は私にとってとても勉強になるものであった。日々の仕事に追わ
れるだけで終わってしまうのではなく、今後、教師として何を伝えていきたいのかを改めて考える機会になっ
た。スリランカで出会った皆さん、研修でお世話になった方々、JICAの皆さん、教師海外研修の仲間、授業か
ら再び深く考えるきっかけをくれた1年生、快く送り出して下さった新見第一中学校の先生方には感謝でいっぱ
いです。ありがとうございました。

【参考資料】

＜書籍＞
・「未来を変える目標　SDGｓアイデアブック」一般社団法人 Think the Earth・紀伊國屋書店（2018）
・「SDGｓ　国連世界の未来を変えるための17の目標　2030年までのゴール」
　　日能研・みくに出版（2017）
・「地球の歩き方　スリランカ2018~2019」地球の歩き方編集室・ダイヤモンド・ビッグ社（2017）

＜Webサイト＞
・「どうなってるの？世界と日本」JICA
　　https://www.jica.go.jp/aboutoda/interdependence/child_world/index.html
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【資料１】第３時ワークシート

ワークシート
Ｑ．２つの写真を見て、わかること・考えられる問題点を書きましょう。 

Ｑ．今日の学習で新しく知ったことはどんなことですか。 

Ｑ．今日の活動から感じたことや考えたことを書きましょう 

学習日： 月 日 氏名

①の写真

②の写真
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【資料２】第４時スライド資料
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ワークシート
Ｑ彼らの活動は、ＳＤＧｓのゴールのどれと関連しているでしょうか。○をつけましょう。 

① 尾崎隊員の活動

② 佐藤さんの活動

③ 金地隊員の活動

Ｑ．１３歳の私たちにできることは、何があるでしょうか。 

Ｑ．今日の活動や、今までの学習から感じたことや考えたことを書きましょう 

学習日： 月 日 氏名

【資料３】第４時ワークシート
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授業後掲示物


